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関東地方内陸部に現われる低い雲域

櫃　間　道　夫“

　1．はし力書き

　この雲は，大ざっぱに言えば，いわゆるr北東気流」

によるものらしい．しかし北東の風が不明瞭のこともあ

り，また逆に，北東気流の悪天のすべてがこのタィプで

は勿論ない．従って，ここでは北東気流なる既成概念に

とらわれず，現象としての雲のパタンを出発点とした

い．筆者の観察によれば，r関東地方から東北地方南部

にかけて現われる，停滞性の低い雲パタン」が存在す

る．地上では気温が上がらず，弱い雨を伴なうこともあ

り，悪天の印象が強いが，この雲域の出現を予測するこ

とは今のところ難しく，天気予報をはずすことになり易

い．

　2．観察された特徴

　この雲域について更に観察された特徴はつぎのような

ものである．

　a）雲域の西～北の縁辺が，本州中部山地の海抜2km

未満の地形を浮ぎ彫りにする．しかし雲頂高度はそれ‡

りやや高いものと推定される（後述）．

　b）出現時，周辺の東北北部・北陸・東海などの地方

は晴天のことが多い．

　c）出現季節は春・秋に多い．

　d）継続時間は1～2日だが日変化的盛衰を示すこと

がある．

　3．事例解析

　ここでは1979年9月20～21日の事例を示す．

　3．1．雲と総観場の経過

写真1～5およびこれらに対応する第1図でわかるよ

うに，20日，三陸沖に中心をもつ移動性高気圧が広く日

本をおおい，西日本まで良く晴れたが，関東西部には朝

から雲域があり，昼に東北地方南部まで拡がったあと15
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時には衰弱した．しかし翌21日，雲は再び朝から関東全

域に分布しており，この状態は同日正午すぎまで続い

た．東京レーダによれば，両日とも弱い対流性エコーが

散在している．

　なおこの事例では伊勢湾付近にも同様な雲があるが，

一般にはないことが多い．また写真1で東海沖にも雲が

あるが，これは西進性のもので（橿間，1979），写真4

～5にかけて発達する．ここでは省略したが夜間の経過

を赤外写真で追跡すると，問題の内陸の雲の消長は不明

瞭だが，東海沖では積乱雲が散発的に発達し，それらの

ひとっが北東進に転じて21日朝，関東を通過した．写真

4で関東南岸に見える直径100kmのクラスターがこれ

であり，写真5では衰弱して関東東部にある．しかし，

これらの写真からみて，この積乱雲は本報主題の雲とは

一応別のシステムと考えてよかろう．

　3・2・大気の立体構造

　写真1と第1図aに対応する20日09時の館野の高層資

料を第2図に示す．北東流は地表付近だけで，すぐ上に

は南東風の層があり，南西風になるのは更にその上であ

る．この南東風の存在は東京における低層ゾソデ観測

（第3図）でも同様で，北東風との間に逆転層もあるこ

とから，この鉛直変化は単にエクマン型のものではない

と思われる．そしてr北東気流の悪天」に関して一般に

言われているr北東流の上に南西流」という2層構造と

は趣きを異にすることに注意したい．

・さらに第2図で，900mb付近の湿潤層（それは前記

の南東流に対応する）の上方，850mb付近に僅かなが

ら相対的に乾いた層（南西流）が存在することに注目し

たい．つまり湿潤な部分は750mb，900卑bの2層構造

になっており，実際，このとき関東各地の地上観測は・

積雲または層積雲の上方に高積雲の層が存在することを

報じている．別の事例（櫃間・成川，1980）では，900mb

の湿潤層も更に明瞭な静力学的安定を示していた．

　この2重の湿潤層（安定層でもある）は前記・西進性
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地上天気図．『（a）1979年9月20日09時．写真1に対応．（b）21日09時．写真4に対応．
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東京・横浜の高層資料．実線は気温（東京

のみ），波型線は雲底高度を示す．風の単

位がこの図だけ異なる．環境庁の低層ゾソ

デ観測による．1979年9月20日09時．

第4図 900mb面．実線は高度（9・P・m．），破線は
気温（。C）．南方定点（TANGO）は風の
み欠測のため黒点で示した．

60

雲システムで見られたもの（櫃間，1979）とよく似てい

るが，900mbから下の気層全体が静力学的に安定ない

し中立である点は異なる．ただし本報のような雲域でも

最下層が対流層のこともあり，これらの差異は，なお今

後の調査を要する．なお真島（1980）もこれらと似た事

例を示している．

、天気”ロ28．2乙．
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　4．考察

　写真1や第1図a，第2図，第3図に対応する900mb

面を第4図に示す．本州東方海上に中心をもつ高気圧の

南縁からの気流が関東内陸に運ばれており，さきに見た

900mb付近の湿潤は，この偏東風の僅かな上昇による

ものと推察される．上昇の原動力としては，速度収束

（東京・横浜間の500～1，000m高度層にも明瞭）や暖気

移流（東京の風の鉛直分布）の効果が考えられるが，一・

方，冒頭に述べた，地形を浮き彫りにする雲域の形態か

ら見て，これら中部山地によって下層風が閉塞され，上

昇流を生ずる効果をも重視せねばなるまい．このような

効黒は以前から考えられていたが（たとえぽ瀬宇・1963）・

こ尊ではそれが北東風ではなくて，東～南東風であるこ

とを強調したい．ちなみにこの時刻，前橋の測風気球は，

高度500mで南々東2m／s，1，000mでは南東3m／sめ風

を測り，1，500mでは雲中である．

　関東地方の北東気流については斎藤（1971）が，地表

で北日本に位置する寒冷高気圧の南縁の現象としてとら

え，．このような場では1ん1．5km以上の高度で本州南岸

沖に高気圧があって，これらふたつの高気圧の間となる

気圧の谷が関東の南岸に形成される，と論じた．本報の

事例では850mb面でも気圧の谷は不明瞭であり，第4

図でみた高気圧から吹き出す南東風の役割りに注目した

い
．

　また真島（1980）は関東の北東気流について，気団変

質により形成される下層の逆転層下の現象であるとし，

悪天が内陸に拡がることの主因を，西方の小擾乱によっ

て冷湿気流が内陸まで運びこまれるため，とした．ただ

”1

し，そこではこの冷湿気流として800ア）850mbの南西流

が指摘されており，本報の事例とは異なる．

　一方，荒井（1980）による東北地方・九州の太平洋沿

岸での解析は，東寄りの風の中の現象という点で本報と

共通している．ただ，その事例では雲頂高度が沿岸部で

もっとも高かったのに対し，本報の例では（雲頂高度の

データがなく，不明だが）むしろ内陸の山地で雲が明瞭

である．この点もまた，この事例での山地の役割を物語

るものであろう．

　なお第2図から，この時の雲頂高度は2．5km程度と

推定される．レーダエコーの高度は2．0～2．5k亡1であっ

た．これが，写真1で見た雲域の西～北縁の地形の標高

よりも高い値であることは，雲層が約1，000mの厚さを

もっていると考えれば納得できよう．
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